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923B セラミックスと金属の締りばめ部結合強度

に及ぼす表面あらさと寸法の影響
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（i）　研究の目的

セラミラタスは、中流軽，耐蝕性及び中野硬球中腰

小さい等の優れた特性程持っているため、過酷な環積

官紀おける棲揺撞海鮮紆と日管法衰倫牒億る辱　　訪中

し一方で、その鞄性と機械加工の串薫きは機械構造材

料として用いられるための大きな欠点になっている。

従ってセラミックスの長所を活かし欠点を補って機

械株造材料として用いるためには、主として金属とセ

ラミックスの複合機通が海草になってくる響　　　著馨

らはこの条件を満たす括合方式として金属同士の踏台

において広く用いられている　r締りばめ」に着目した。

モして、縛りばめ群持合強儒牒予測する計算式を表

面轟毎恕程裔ず専属韓海面の腰勇倫倫偏屈儲億儲損詫

て求め、実験と良い一戦を見ことを明らかにした。

しかし、締りはめ絆結合強度に及ぼす蹄ゃばめ鰐の寸

法の影響については明らかにしなかった．

苦己で車輪窯で建寸法の異な苺）揺韓の馨能稜寮セ

ラミックスシャフトとSUS3即金満リンダの対の締りば

め辞括合強度を測定した。　そして、締りばめ卵の寸

法屯変見た時に、表面あらさとの常連習綽粉ばめ鮮結

合強度がどの様に変化するかを調べた。

（＝）研究内容

試験片の寸法と形状を園lに示す。　シャフト、リ

ングの材料はそれぞれ窒化珪窯セラミックスS－3N－1と

オーステナイト系ステンレス綱SUS304である。S．ヨN4

セラミックスの外面は研削さ覿てお中層凱描き粥リンダ

の内面は旋盤tこより加工きれて、種々の内径が与えら

ている。

（事i指　輪譲

締りばめ聞のせん断強度Tば、種々の寸法の試験片

に対して表面撤小突超の変形を考讃することにより予

測できることが分った。　しかし、表面微小突超がせ

ん断強度に及ぼす影響の程度は、辞めしろ及び試耕片

の寸法によって変化する。そこでこの変化の様子を調

べるために、せん断強度の調遵奉を（TモーT）／Tモと

定農して、この誤差率とリング内径により正規化され

た拝めしろの間係を計儀し、リング内径により正規化
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囲望　辞遠野と悲観化さ雛た結胎貼るの蘭瞞

されたRm．‡をパラメータにして闇2に示した。　こ

こで、T亡主ょ表面微小乗越の変形を市境していないせ

ん断種度である．　　この固より、締めしろが太さく

なるに従って表面微小乗越によるせん新地度低下の糾

合が小さくなることが分る。　またIミ鮒Xを一定にし

て同一の正規化された締めしろの所で比較した犠魯、

内径が小きくなる程、表面微小架鵡の変形によるせん

断強度低下の程度ほ大喪くなる。
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